




○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 3

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 …………………………………………………………………………… 3

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ……………………………………………………… 3

（２）追加情報 …………………………………………………………………………………………………………… 3

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 6

四半期連結損益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

四半期連結包括利益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 7

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………… 8

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 9

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 9

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 9

４．補足情報 ………………………………………………………………………………………………………………… 9

（１）製品別売上高 ……………………………………………………………………………………………………… 9

 

 

- 1 -

太陽誘電㈱ (6976)　平成29年３月期　第２四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）における当社グループを取り巻く経営

環境は、中国や新興国の景気が緩やかに減速しているものの、主要先進国の景気回復が続いているため、世界経済全体

では緩やかに回復しているという状況で推移いたしました。しかしながら、中国や新興国の景気が下振れする可能性や

英国の欧州連合離脱問題など、世界経済の不確実性の高まりや金融資本市場の動向について引き続き予断を許さない状

況にあります。

当社グループは、研究開発力や生産技術の強みを活かしたスーパーハイエンド商品および高信頼性商品に加え、コ

ア技術を活かしたソリューションビジネスを軸に、通信機器市場および自動車・産業機器市場などの成長市場を攻略す

ることにより、中期目標の達成および経営ビジョンの実現を目指しています。

通信機器市場では、スマートフォンの高機能・高性能化が続くとともにIoTの進展によってインターネットに接続さ

れる機器が急増することで、超小型部品や高信頼性部品の需要が大幅に増加すると見込まれます。また、自動車・産業

機器市場では、ハイブリッド自動車や電気自動車の普及、産業機器の電子化に伴い、大型・高耐圧・高信頼の部品需要

が増加する見込みです。当社グループではそれらの市場に対して、コンデンサ、インダクタ、複合デバイスなどの競争

優位性の高いスーパーハイエンド商品と高信頼性商品の販売拡大に努めています。もう一方の成長軸であるソリューシ

ョンビジネスでは、当社グループが有する積層・光学・複合・表面処理・無線・電源といったコア技術を融合した新事

業展開を進めています。さらに、収益性の向上や将来の部品需要の増加に応える体制を構築するため、ものづくり力の

強化も進めています。生産能力の増強に加え、要素技術の高度化と生産工法の変革を進めることで、生産効率の向上を

加速していきます。

当第２四半期連結累計期間の連結売上高は1,130億32百万円（前年同期比7.4％減）、営業利益は52億90百万円（前

年同期比62.9％減）となりました。また、為替差損20億99百万円を計上した結果、経常利益は30億32百万円（前年同期

比78.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は9億7百万円（前年同期比88.6％減）となりました。

当第２四半期連結累計期間における期中平均の為替レートは１米ドル107.19円と前年同期の平均為替レートである

１米ドル121.83円と比べ14.64円の円高となりました。

 

製品別の売上高は次のとおりであります。

 

［コンデンサ］

積層セラミックコンデンサなどが含まれます。

当第２四半期連結累計期間は、民生機器向け、情報機器向け、通信機器向けの売上が前年同期比で減少したことに

より、売上高は570億83百万円（前年同期比8.3％減）となりました。

 

［フェライト及び応用製品］

メタル系パワーインダクタ「MCOILTM（エムコイル）」、巻線インダクタ、積層チップインダクタなどの各種インダ

クタ商品が含まれます。

当第２四半期連結累計期間は、民生機器向け、情報機器向け、通信機器向け、自動車・産業機器向けの売上が前年

同期比で減少したことにより、売上高は208億38百万円（前年同期比12.7％減）となりました。

 

［複合デバイス］

モバイル通信用デバイス（FBAR/SAW）、電源モジュール、高周波モジュール、部品内蔵配線板「EOMINTM（イオミ

ン）」、関係会社における実装事業などが含まれます。

当第２四半期連結累計期間は、電源モジュールの売上が前年同期比で減少したものの、モバイル通信用デバイス

（FBAR/SAW）、高周波モジュール、部品内蔵配線板「EOMINTM（イオミン）」の売上が前年同期比で増加したことによ

り、売上高は323億51百万円（前年同期比9.3％増）となりました。

 

［その他］

エネルギーデバイスなどが含まれます。

当第２四半期連結累計期間の売上高は、記録製品から事業撤退したことによって大きく減少し、27億59百万円（前

年同期比56.9％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明 

①財政状態の変動状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に対して64億円減少しました。そのうち流動資

産は65億51百万円減少しており、主な要因は、現金及び預金の減少61億98百万円、商品及び製品の減少18億44百万

円、仕掛品の減少11億96百万円、受取手形及び売掛金の増加33億18百万円であります。また、固定資産は１億50百万

円増加しており、主な要因は、無形固定資産の増加２億28百万円、投資有価証券の増加１億14百万円、有形固定資産

の減少１億42百万円であります。

負債は42億44百万円増加しました。主な要因は、短期借入金の増加95億60百万円、1年内返済予定の長期借入金の

増加49億99百万円、長期借入金の減少106億６百万円であります。

純資産は106億45百万円減少しました。

 

②キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローは89億39百万円の収入（前年同期比48.3％減）となりました。主な要因は、税

金等調整前四半期純利益20億２百万円、減価償却費118億23百万円、売上債権の増加72億78百万円であります。

投資活動によるキャッシュ・フローは140億21百万円の支出（前年同期比16.4％減）となりました。主な要因は、

固定資産の取得による支出151億63百万円であります。

財務活動によるキャッシュ・フローは29億１百万円の収入（前年同期比31.6％増）となりました。主な要因は、短

期借入金の増加による収入98億84百万円、長期借入金の返済による支出56億７百万円であります。

以上の結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に対し48億17百万円

減少し、351億27百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期連結累計期間の業績を勘案し、平成28年５月11日に公表しました通期の連結業績予想を修正いたしま

した。なお、当該予想数値の修正に関する事項は、本日（平成28年11月７日）公表の「第２四半期連結累計期間業績

予想と実績との差異及び業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更） 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 この変更による当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 

（２）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 45,962 39,764 

受取手形及び売掛金 49,759 53,078 

商品及び製品 17,501 15,656 

仕掛品 18,638 17,441 

原材料及び貯蔵品 12,549 12,723 

その他 7,418 6,629 

貸倒引当金 △267 △281 

流動資産合計 151,563 145,011 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 78,622 76,217 

機械装置及び運搬具 225,862 220,024 

工具、器具及び備品 20,135 19,962 

土地 8,610 8,631 

建設仮勘定 5,337 6,375 

減価償却累計額 △231,521 △224,305 

有形固定資産合計 107,047 106,905 

無形固定資産    

その他 861 1,089 

無形固定資産合計 861 1,089 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,287 6,402 

その他 2,958 2,873 

貸倒引当金 △337 △303 

投資その他の資産合計 8,908 8,972 

固定資産合計 116,817 116,967 

資産合計 268,380 261,979 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 23,429 24,105 

短期借入金 11,979 21,539 

1年内返済予定の長期借入金 6,200 11,199 

未払法人税等 2,340 2,076 

賞与引当金 3,390 3,358 

役員賞与引当金 184 31 

その他 21,004 20,803 

流動負債合計 68,530 83,114 

固定負債    

転換社債型新株予約権付社債 20,067 20,060 

長期借入金 15,145 4,539 

役員退職慰労引当金 130 131 

退職給付に係る負債 3,115 2,972 

その他 8,009 8,424 

固定負債合計 46,468 36,128 

負債合計 114,999 119,243 

純資産の部    

株主資本    

資本金 23,557 23,557 

資本剰余金 41,515 41,516 

利益剰余金 96,912 96,642 

自己株式 △3,326 △3,309 

株主資本合計 158,658 158,406 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,067 1,361 

繰延ヘッジ損益 6 30 

為替換算調整勘定 △6,122 △16,886 

在外子会社の退職給付債務等調整額 △477 △456 

その他の包括利益累計額合計 △5,526 △15,950 

新株予約権 238 268 

非支配株主持分 10 12 

純資産合計 153,381 142,736 

負債純資産合計 268,380 261,979 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 122,109 113,032 

売上原価 87,508 88,688 

売上総利益 34,601 24,344 

販売費及び一般管理費 20,347 19,053 

営業利益 14,253 5,290 

営業外収益    

受取利息 158 107 

受取配当金 87 71 

持分法による投資利益 8 - 

助成金収入 12 244 

投資事業組合運用益 88 0 

その他 54 90 

営業外収益合計 409 512 

営業外費用    

支払利息 136 123 

持分法による投資損失 - 151 

為替差損 461 2,099 

休止固定資産減価償却費 138 270 

その他 88 124 

営業外費用合計 826 2,770 

経常利益 13,837 3,032 

特別利益    

固定資産売却益 34 23 

特別利益合計 34 23 

特別損失    

固定資産除売却損 185 335 

減損損失 62 344 

投資有価証券評価損 1,430 - 

事業構造改善費用 1,506 374 

その他 0 - 

特別損失合計 3,185 1,053 

税金等調整前四半期純利益 10,686 2,002 

法人税、住民税及び事業税 2,676 1,910 

法人税等調整額 179 △818 

法人税等合計 2,856 1,092 

四半期純利益 7,829 910 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△119 2 

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,948 907 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 7,829 910 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △405 293 

繰延ヘッジ損益 0 23 

為替換算調整勘定 △5,891 △10,728 

在外子会社の退職給付債務等調整額 △83 21 

その他の包括利益合計 △6,379 △10,389 

四半期包括利益 1,450 △9,479 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,585 △9,517 

非支配株主に係る四半期包括利益 △135 37 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 10,686 2,002 

減価償却費 11,204 11,823 

減損損失 62 344 

事業構造改善費用 1,506 374 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 28 △2 

賞与引当金の増減額（△は減少） 731 3 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △23 △152 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8 3 

受取利息及び受取配当金 △245 △178 

支払利息 136 123 

持分法による投資損益（△は益） △8 151 

固定資産除売却損益（△は益） 150 311 

投資有価証券評価損益（△は益） 1,430 - 

助成金収入 - △66 

売上債権の増減額（△は増加） △1,306 △7,278 

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,970 △242 

仕入債務の増減額（△は減少） 1,956 1,343 

その他 △174 2,674 

小計 19,171 11,234 

利息及び配当金の受取額 241 182 

利息の支払額 △137 △131 

事業構造改善費用の支払額 △149 △374 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,850 △1,972 

営業活動によるキャッシュ・フロー 17,275 8,939 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

固定資産の取得による支出 △18,107 △15,163 

固定資産の売却による収入 38 86 

投資有価証券の売却による収入 95 32 

定期預金の増減額（△は増加） △1,405 823 

助成金の受取額 - 66 

事業譲渡による収入 1,043 - 

その他投資の売却による収入 1,122 - 

その他 434 131 

投資活動によるキャッシュ・フロー △16,778 △14,021 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,444 9,884 

長期借入れによる収入 5,000 - 

長期借入金の返済による支出 △4,487 △5,607 

非支配株主への配当金の支払額 △0 - 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △587 △1,175 

リース債務の返済による支出 △162 △200 

その他 0 0 

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,204 2,901 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △779 △2,636 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,921 △4,817 

現金及び現金同等物の期首残高 41,476 39,944 

現金及び現金同等物の四半期末残高 43,398 35,127 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

４．補足情報

  (１) 製品別売上高

          前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間  

          （自 平成27年４月１日 （自 平成28年４月１日 増減 

製品区分 至 平成27年９月30日） 至 平成28年９月30日）  

金額（百万円） 
構成比 

（％） 
金額（百万円） 

構成比 

（％） 
金額（百万円） 

増減率 

（％） 

コンデンサ  62,225 51.0  57,083 50.5 △5,141 △8.3 

フェライト及び応用製品  23,871 19.5  20,838 18.4 △3,033 △12.7 

複合デバイス  29,608 24.2  32,351 28.6 2,742 9.3 

その他  6,404 5.2  2,759 2.4 △3,644 △56.9 

合計  122,109 100.0  113,032 100.0 △9,077 △7.4 

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。 
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平成28年11月７日

上場会社名 ：太陽誘電株式会社
コード番号 ：6976　(東証 第一部)
代表者 ：代表取締役社長　登坂　正一
問合せ窓口 ：経営企画本部　経理部

TEL　( 03 - 3832 - 0101 )

(百万円未満切捨て)

[業績の概要]

期　別   

科　目 金額（百万円） 増減率(％)

△9,077　 △7.4　

△8,963　 △62.9　

△10,804　 △78.1　

△8,683　 △81.3　

△7,041　 △88.6　

△10,930　 -

円 円

百万円 百万円 145百万円　 3.3%　
百万円 百万円 △1,161百万円　 △7.3%　
百万円 百万円 619百万円　 5.5%　

(注)  百分比は売上高比であります。

金額 増減率(％)

百万円 百万円 △6,400百万円　 △2.4　

百万円 百万円 △10,645百万円　 △6.9　

％ ％ △2.7ポイント -

円 円 △90.76  円　 △7.0　

［製品別売上高］

金額（百万円） 増減率(％)

△5,141　 △8.3　

△3,033　 △12.7　

2,742　 9.3　

△3,644　 △56.9　

△9,077　 △7.4　100.0　

2.4　

合計 122,109　 100.0　 113,032　

28.6　複合デバイス 29,608　 24.2　 32,351　

その他 6,404　 5.2　 2,759　

50.5　

フェライト及び応用製品 23,871　 19.5　 20,838　 18.4　

コンデンサ 62,225　 51.0　 57,083　

増減

製品区分
（27.4.1～27.9.30） （28.4.1～28.9.30）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

前第２四半期 当第２四半期

153,381　 142,736　

自己資本比率 57.1　 54.4　

1,299.75　 1,208.99　1株当たり純資産

純資産

増減

総資産 268,380　 261,979　

(28.3.31) (28.9.30)

前連結会計年度末 当第２四半期

減価償却費 11,204　 11,823　

研究開発費 4,423　 4,568　
設備投資額 15,974　 14,812　

潜在株式調整後
62.26　 円 7.07　 円

1株当たり当期純利益

6.5　 907　

1株当たり当期純利益 67.51　 7.70　

0.8　

-

経常利益 13,837　 11.3　 3,032　

包括利益 1,450　 - △9,479　

親会社株主に帰属する当期純利益 7,948　

売上高 122,109　 100.0　 113,032　

2.7　

税引前当期純利益 10,686　 8.8　 2,002　 1.8　

金額（百万円） 百分比（％） 金額（百万円） 百分比（％）

100.0　

4.7　営業利益 14,253　 11.7　 5,290　

平成29年３月期　第２四半期決算概要

前第２四半期 当第２四半期
増減

（27.4.1～27.9.30） （28.4.1～28.9.30）
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